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? はじめに
矢島鐘二は、1928（昭和 3）年より 1931（昭和 6）
年までの三年の間、秋田県立花輪高等女学校校長と
してその任にあたった。その活動に関しては、前報??
で概観した通りであり、新設なった高等女学校の運
営を軌道にのせるまでの活動は、特筆される事項が
多く認められた。
本稿では、その後の矢島の活動を明らかにする。
矢島は、花輪高等女学校を経て、1931（昭和 6）年よ
り一年間、角館高等女学校、さらに 1932（昭和 7）
年より 1935（昭和 10）年までの間、角館中学校の校
長として勤務したことが確認できる。そして、秋田
在任七年目の半ば、1935（昭和 10）年の 10月からは、
福岡県若松市学務課長に身を転じる。その理由は明
らかではない。1938（昭和 13）年 12月には、この職
も辞している。勤務はわずか三年であった。
岡山県に始まる体育指導者としての職務は、栃木
県、群馬県、福島県とつづく二十数年間にわたり、
兵庫県においても、体育主事として行政サイドに立
場を変えたが、体育指導の実際に直接・間接に関係
した仕事に就いていた。それらの活動に比べて、秋
田県に始まる学校管理職や若松市の行政職という矢
島のほぼ十年に及ぶその後の活動は、いかなるもの
であったのか。可能な限り、その足どりを追ってみ
たい。当時の勤務形態は、今日ほど固定的ではなく、
地域を越えた移動は、多く見られたようであるが、
矢島の移動も例外ではなく、多いと感じられる。体
育の実際的な指導から離れつつあった矢島の足どり
から、彼の体育や教育に対する考え方に、どのよう
な事態を見届けることができるかについて、若干の
考察を加えられたらと思う。
? 秋田県下の中等学校における活動
ここでは、秋田県における矢島の活動に関して、
触れる。前報告で見たように秋田県北の鹿角市の花
輪高等女学校を初めに、県南の角館高等女学校、角
館中学校の校長として務めた。
１ 秋田県立花輪高等女学校
秋田県立花輪高等女学校における在職は、1928（昭
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和 3）年 4月より、1931（昭和 6）年 3月までの間で
あった。秋田県北の高等女学校の発足は地域の人々
が待ち望んでいたものであり、矢島の校長抜擢は、
秋田県下の教育事情を越えた人事であったことが推
測された。前報でも触れたが、矢島の校長抜擢に対
し、多少の疑義があったことが地元新聞の記事??か
らもうかがうことができた。しかし、校長矢島の花
輪での活動は、そのような危惧を払拭するに余りあ
るものであった。まず、校友会活動の推進、校友会
雑誌の発刊と、特別号の編纂・発刊、校歌の制定へ
の尽力、学校行事の積極的開催、その中でも体育展
覧会の開催が特筆された??。さらに学校表彰制度の
廃止など、矢島の教育観をうかがうことのできる行
動を確認することができた。矢島のそうした活動は、
それまでの彼の仕事上の人間関係に負うところが大
きかった。体育展覧会という行事においても、文部
省の関係者や中央の体育関係者からの協力が不可欠
な事柄であり、まさに矢島鐘二という体育指導者の
実績がそうした行事を推進させたと言えた。また校
歌の作成に関しても、作詞北原白秋 作曲山田耕作
という著名人が関わり??、山田耕作は、1924（昭和 4）
年 6月に同校を訪問し、音楽会・講話まで行ってい
る。この時には、自ら校歌の指導も行い、参加者に
深い感銘を与えていた。また、同年 8月には、野口
雨情も訪れ、講演を行い、八幡平を矢島たちと訪れ
ている。その他、1924（昭和 4）年だけでも、日本女
子大学、学習院大学や学習院初等科の教員たち、文
部大臣夫人等が訪れ、講演を行い、保護者や生徒と
の交流を行っていた??。
２ 秋田県立角館高等女学校
矢島は三年の花輪勤務を経て、1931（昭和 6）年 4
月より 1932（昭和 7）年 3月までの間、角館高等女
学校校長（昭和 3年設立の学校であり、第二代目）
としての職に就く。花輪から角館に移動した経緯は
不明である。在職一年という短い期間であったが、
角館高等女学校も発足まもない学校であり、新校舎
に移転した直後で、校庭の整備を熱心に行ったこと
が次のように伝えられている。
「名物のシダレ桜の苗木を学校前に 土手に数十
本も植え、さらに校門の両側にモミもそえた。
時間があまると生徒のモッコかつぎで校庭をつ
くった。……年中行事を大事にする校長で、節
分には、カミシモをつけて校内を豆まきして
回って歩く人で、やがて家庭人となる女子教育
のひとつとして行事をとりあげていた。」??
また、同校でも、以前より交流のあった学習院の
石井国次教授の紹介で、同校の国語科教授に作詞、
同音楽科教授に作曲を依頼し、校歌の作成に関わっ
ていた??。
３ 秋田県立角館中学校
角館中学校には、1932（昭和 7）年 3月より 1934
（昭和 9）年 6月の在職であった??。
角館中学校は、1924（大正 13）年 12月に学校設立
が認められ、翌年（1925年）4月開校。矢島の就任
前年には、生徒数が減じ、一学級制となり、学級復
活が望まれていた状況であり、矢島をはじめ関係者
の努力により、昭和 8年には、学級復活が成り、100
名定員となる。矢島の活動の一端が、当時の在籍生
により、以下のように記されている。
「世の中が極端に不景気になって入学志望者も減
り、学校経営も節減しようというのであったろ
うか、……学年一学級減の措置が取られたこと
がある。……矢島校長も血の気の多い人であっ
たから、率先して生徒募集のわらじをはいたこ
とはもちろんだが、高等手段として百穂に学級
復活の援助を頼んだわけである。……矢島校長
の号令のもとで正門からの植樹をした覚えがあ
り……」??
平福百穂は角館の生んだ著名な画家であり、中学
校創立にも尽力した人物であり、彼の積極的な県当
局のはたらきかけもあり、学級復活がなったという。
矢島も、百穂に対し感謝の気持ちを記していたこと
が伝えられている。
矢島の同校における活動に関して、卒業生の記述
が残されている。以下、それらに触れてみたい。
「昭和七年になって急に部活動が活発になったの
は、三代目の矢島校長の就任に原因があった。
初代校長の横山市治郎先生はスポーツに理解が
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なかったということではないが、学校を代表し
て対外試合をするということには反対で、二代
目の飯塚校長もそれを踏襲、三代目の矢島校長
の時代になってやっとその芽がでてきたのであ
る。矢島校長は着任早々、体育館に全校生徒を
集め、朝に体操をやらせる程の人だったからこ
の人ならば部活動が出来るだろうという希望を
もった。」???
野球部の創部は昭和 7年であり、いきなり県南大
会で優勝する。上記の記述は、その野球部員のもの
である。
?私たちが五年間の在学中に校長が三人代わっ
た。……中でも印象深いのは三代の矢島校長で、
二年生になった時に角館高女から転任されてき
たのだが、体育専攻だけに元気のよい先生だっ
た。しかし、元気の良さだけで印象深いのでは
なく、校庭の整備などに熱心だった。……イチョ
ウの木を植えたのも、大きな石を運んできて庭
園づくりを熱心にやったのも矢島校長の時であ
る。」
「卒業時までの五年間の在学中に、三人の校長先
生が交代したが、その中では矢島鐘二先生が印
象深い。小柄だが元気のよい人で、地球を回す
運動だとかを提唱して、体育に力を入れた人
だった。」
「次に、想い出深い恩師を少し思い起こして見ま
すと、矢島校長の＜天突き体操＞とグランドの
整備に力をいれられたこと……。」
これらの卒業生の思い出を語る記述から、矢島の
活動の一端を推測することができる。
新設になった中学校の教育施設の整備そのものが
課題であったことが理解でき、生徒とともに校庭や
運動場の整備を行い、汗を流す矢島の姿を想像する
ことは難しくはない。その姿は、前任の高等女学校
でも同様に見られたことが推測できる。
一方、矢島の体育に対する活動の一端も垣間見る
ことが出来る。
中等学校期の生徒にとって、体育出身である矢島
の印象は強烈であったことをうかがうことができ
る。恐らく、それまでの矢島の体育や教育に対する
実績については知る由もなかったと思われるが、全
校生徒に体操を実施させたり、「天突き体操」や「地
球を回す体操」を語る卒業生たちの表現からは、あ
る種の驚きの様子を読みとることが出来る。何より
も、生徒と一緒になり行動する姿は、教師さらに校
長という存在を身近に感じたに違いない。同校に残
された写真資料（写真 1，写真 2???参照）からも、中
学校の生徒たちに混じる矢島の姿を確認することが
出来る。しかし、矢島の在職は二年四カ月で終わる。
? 福岡県若松市における活動
矢島は、1934（昭和 9）年の 6月で秋田県角館中学
校を去り、1935（昭和 10）年 9月 17日付けで若松市
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写真１ 野球部優勝に立ち会う矢島（左 3名中の中央）
(「1993年 秋田県立角館中学校卒業アルバム」より)
写真２ 弁論部員と「スポーツの真髄」の弁論題目
（「1933年 秋田県立角館中学校卒業アルバム」より）
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学務課長を拝命する。この若松移動までの一年余り
は、秋田県赤十字社支部主事の職にあった。矢島の
若松就任は以下のように伝えられていた???。
「若松市学務課長視学有馬驍氏は十七日付依願退
職となり後任には前秋田県赤十字社支部主事、
群馬県群馬郡倉賀野町出身の矢島鐘二氏（五十
三年）に決定し即日発令、若松市から目下出身
地に帰省中の同氏に通知した。
矢島氏は日本体育協会（ママ）体操学校高等本
科卒業後岡山、栃木、群馬、福島各県中等学校、
師範学校教諭、兵庫県体育主事、秋田県立中学
校、高等女学校、各校長を歴任し昨年 6月同県
赤十字社支部主事に就任したもので政治家肌の
切れ者である。」
顔写真が添付された、このようにな矢島の紹介の
後に、有馬前課長の勇退を紹介する記事が続く。有
馬氏の顔写真もあり、若松市の教育界から尊敬、思
慕されていた教育家と結んでいた。この人事の交代
には、どのような経緯があったのかは不明である。
ともかく、矢島は、東北の秋田の地から、九州若松
という大きな距離を移動し、ここに 1938（昭和 13）
年 12月までのほぼ三年の間、席を置くことになる。
若松市は、小倉や戸畑とは隣接するが、湾を挟み、
向かい合った地であった。古くからの海運業が盛ん
な町であり、この時期も活気を呈していた。学務課
長は、若松市図書館長を兼務するものであった。
若松市における矢島の活動は、断片的な足取りで
あるが、その様子をうかがい知ることができる。
以下、「若松市公報」???の学務課に関する事項か
ら、確認できる事柄をあげてみたい。
1935（昭和 10）年 10月
「十月四日ヨリ左記ノ通リ市内各学校ノ秋季運動
会開催ニ付矢島学務課長各校共一巡セリ」
という記述があり、4日から 13日までの間、15の
小学校ならびに青年学校の名があげられている。
（公報第百十号：昭和 10年 10月 15日）
同年 11月 3日には、第六回若松市民体育大会が
開催され、矢島は開会の辞を宣誓する。
（公報第百十一号：昭和 10年 11月 15日）
同年 12月 8日から 12日にかけ、市内各青年学
校の査閲が行われ、学務課長として同行してる。
（公報第百十三号：昭和 11年 1月 15日）
1936（昭和 11）年 3月 31日、市会議場にて代用
教員、師範新卒者や訓導の異動の辞令交付式が行
われ、「矢島学務課長ヨリ訓示注意」がなされてい
る。 （公報第百十六号：昭和 11年 4月 15日）
同年 4月 8日、昭和 11年度の若松市教育方針を
伝えるべく各校長が召集され、矢島より詳細な注
意がなされている。 （同上）
同年 6月 17日、市役所会議室にて主席訓導会開
催、「学務課長ヨリ主席訓導ニ対シ指示、懇談」が
行われる。
（公報第百十九号：昭和 11年 7月 15日）
矢島の関わりを直接明記してはいないが、この他
には、教員講習会、体操遊戯講習会、学校視察、さ
らに地域神社の祭礼への参加等を見ることが出来
る。
「若松市公報」には、1935（昭和 10）年 9月 17日
付の矢島の任命辞令（昭和 10年第 110号）と 1938
（昭和 13）年 12月 20日付の依願免職辞令（昭和 14
年第 1号）も確認することが出来る。
写真 3は、若松市議会における矢島を写したもの
であるが、こうした議会でのやり取りも、通常の仕
事として行われていたものと思われる。
一方、北九州地区においては、矢島の赴任する前
年の 1934（昭和 9）年 10月に、第一回学校体操研究
会という催しが開かれていた。これは、北九州体育
写真３ 若松市議会にて答弁を行う矢島
(中央の立位の人物）（矢島弘氏提供)
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指導者協会という組織が主宰するもので、第一回大
会が八幡市で開催された。第二回大会は 1935（昭和
10）年に戸畑市、第三回大会が 1936（昭和 11）年、
門司市、第 4回大会が 1937（昭和 12）年、再び八幡
市、第五回大会は一年を空け、1939（昭和 14）年、
若松市という順番で開催されていた???。
この北九州体育指導者協会という組織は 1928（昭
和 3）年に発足し、「地方体育発展のため各種競技及
び研究指導」に務めてきた組織であり、1934（昭和
9）年に、初めて上記の研究会を開催した模様である。
この研究会の内容は小学校体育を中心に実践発表
と研究発表を行うものであった。例えば、第三回の
研究会は、表 1のような内容であった。大会には福
岡県視学官、同学校衛生技師、同体育主事、県視学、
小倉師範学校長、開催市の視学等が主席し講評など
を行っている。招待（案内）状は、一般会員に加え、
開催市内の中等学校長、全小学校長、県下十市の各
小学校長、学務課長、山口県下関市の小学校長等、
広範囲にわたって配布されたようである。当然、北
九州地区の若松市学務課長である矢島のところにも
この知らせは届いていたと思われる。残念ながら、
残された記録には、矢島の関わりを見ることはでき
ない。また、開催の輪番でゆけば、第 4回は、それ
まで開催のない若松市となると思われるが、八幡市
の開催となり、しかも、第 5回は、連続した 1938（昭
和 13）年には開催されず、若松開催は、一年を空け
た 1939（昭和 14）年となっている。このことに関す
る記録の確認は行われていないが、若松市の学務課
長矢島の離任が 1938（昭和 13）年 12月であり、離
任前の事情を斟酌すれば、1938（昭和 13）年の若松
市の開催に支障を来す事態が生じていたと考えるこ
とは、そう不自然ではない。
その結果、1937（昭和 12）年の開催は本来ならば
若松市が引き受けるべきところ、八幡市が二回目を
引き受け、1938（昭和 13）年は、同様に見送られ、
第 5回の開催は 1939（昭和 14）年にづれ込んだもの
と推測される。矢島鐘二というかつての体育指導者
の存在は、若松市においても、北九州地区において
も、恐らく、特別な意味を有したものと考えること
が可能である???。そのことを示すひとつの資料が残
表１ 昭和 11年 第三回学校体操研究会の概要
行事次第
午前之部
（一）小森江第二校体育紹介（8：30―11：20）
一 朝会（国旗掲揚）
一 合同教練（四・五・六全）
一 学級体操の実演（十五学級）
一 一ノ一 岡崎訓導・・・
・・・（以下引用者省略）
一 合同体操（四・五・六全） 木村訓導
（二）協会指定学級の実演（11：20―12：20）
一 小森江第二校 六男 白銀訓導
一 戸畑尋常小学校 五男 廣渡訓導
中（ママ）食（0：20―1：00）
午後之部
（三）挨拶（1：00―1：20）
指導者協会長 安川第五郎
門司市教育支会長 中村 徳次
小森江第二校長 谷間 薫
（四）体育問題研究発表（1：20―2：20）
体育即生活 八幡平原校 門司訓導
欧州学校体育の状況 戸畑中学校 山本教諭
（五）会員体育座談及質疑応答（2：20―3：00）
（六）講評
福岡県視学官 滝口 智殿
同学校衛生技師 松本熊太郎殿
同体育主事 古賀 吉蔵殿
同県視学 大石興三郎殿
同 安部 清美殿
門司市視学 香月 七次殿
出典：学校体操研究会記録綴（北九州市文書館所蔵）より
写真４ 藤木尋常高等小学校名が記された小冊子
?スポーツマンの精神」（矢島 弘氏提供）
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されている。1924（大正 13）年に出版された矢島の
著書「スポーツマンの精神」が、若松市藤木尋常高
等小学校名で、小冊子として出版されている。写真
4はその表紙を写したものであるが、中身はガリ版
刷りのもので、序説の一部の転載であった。執筆者
名に学務課長矢島の名を見ることができる。残念な
がら、出版の経緯や以後の出版が続いたのか、この
小冊子の活用がどのようになされたのかに関しては
明らかにできないが、矢島自身のこの著作への思い
込みの強さを感じることができる。そのような事情
を斟酌するならば、矢島鐘二という体育指導者が若
松市の学務課長であったことの意味は、彼を取りま
く教育界の情勢をも左右したと推測することは許さ
れることと感じられる。
? おわりにかえて
～矢島は何を考えていたか～
秋田県から福岡県若松市までの矢島の活動は以下
のように総括できる。
1)秋田県下の中等学校、花輪高等女学校、角館
高等女学校、角館中学校では、学校長として学
校の運営に努力していた姿を確認することがで
きた。昭和初期、地方では、中等学校の充実が
求められていた時期であり、日常の教育活動は
もとより、学校行事にわたり、運営を軌道に乗
せる役割が学校管理職に求められていたと言え
る。矢島は、それまでの教育実践で獲得されて
きた実績を十分に活用した形で、中央の教育行
政者や教育者たちを招き、保護者たちを巻き込
みながらの学校運営は、特に花輪高等女学校で
は、大きな成果をあげていた。
2）校長が体育の出身者ということは、中等学校
の学齢期の若者たちにとって、親近感をもって
迎えられた様子をうかがうことができた。矢島
は、体育やスポーツに特別に力を入れた学校運
営を行ったわけではなく、あくまでも中等学校
における学びを重視した姿勢を示していた。た
だし、体操の専門家として、体操の教育的な意
義は、様々な機会に示していたことをうかがう
ことができた。
3）若松市の学務課長としての職責に関しては、
断片的な足取りであったが、教育行政の一端を
確認することができた。この時期、教育現場に
おいては直接的な指導はなかったものと思われ
るが、教職員の任免や講習・研修会等での指導
助言には、立場を変えて、関わっていたことが
確認できた。
この時期の十年間余りの矢島の校長や学務行政に
おける活動は、彼の教育観に裏打ちされたもので
あったと考えることができる。大正期の学校体操の
実践指導活動を通した模索期、さらに大正末から昭
和初期にかけての学校や社会におけるスポーツの受
容期、体育の学習財の主軸は、体操からスポーツへ
と転換する時期でもあった。体操科教育では、人間
としての品格や知性の陶冶こそが重要だと考える矢
島にとって、競争原理に支配された競技スポーツは、
否定された。兵庫県体育主事時代に著した、清水善
造美談を生んだ「スポーツマンの精神」（1924年）は、
秋田県の高等女学校の校友会誌上にも、開催された
体育展覧会にも登場した。また若松市の小学校にお
いても、その復刻を成し、矢島のこの著作へのこだ
わりを推し量ることができた。その意味で、矢島鐘
二にとって、この期間、自らの立ち位置を再確認し
た時期であったと言うことができよう。かつての全
国の先頭を走った体育実績は、彼にとってかけがえ
のない宝であった。さらに、加熱する一方の競技ス
ポーツの台頭に対し、あくまでも教育的な体育実践
を望んだ矢島の指導観は、誤りであるとは思えな
かったに違いなかった。秋田県における学校長とし
ての立場は、まさに、そのような教育哲学の確認で
あった。北九州地域における体育問題と直接の関わ
りを自ら避けた経緯は、自らへの自負がそのような
事態を生じさせていたと言えまいか。わずか三年で
九州を離れた理由の一端をそこに見ることは、不自
然なことではないと言える。
1938（昭和 13）年 12月末、若松を辞し、1939（昭
和 14）年 1月、東京光学機械株式会社青年学校校長
として、その任にあたる。これが矢島鐘二、晩年期
の最後の活動となる。
124 福 地 豊 樹
付記：本稿は、平成 22年～24年度科学研究費補助金（基盤研
究(C)課題番号 22500567）に基づく研究成果の一部で
ある。
注記
1)福地豊樹 ?体操教師矢島鐘二の活動に関する一考察～群
馬の体育実践以降の教育活動に視点をあてて～」群馬大学
教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学 第 47巻 63
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2)?鹿角時報」昭和 3年 5月 30日
3)福地豊樹 ?秋田県立花輪高等女学校『体育展覧会』（1929
年）について～学校長矢島鐘二の開催意図をめぐる考察～」
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4)花輪高等女学校校友会編「小さい学風」昭和 5年 7月
213～222頁
5)同上書 233頁～240頁
当時の文部大臣は水野錬太郎氏であり、大臣自らの来校
が実現できず、夫人が代わって来校したものと思われる。
矢島 弘氏（矢島鐘二氏の孫にあたる）によれば、水野夫
人とは、手紙での連絡は頻繁に行われており、矢島と水野
との交流があったと証言している。東京より遥か遠方の地
で、時の文部大臣の夫人が来校し、生徒や保護者に対し講
演会を行うこと自体、異例の事態であったと言えよう。そ
れほど、矢島は、自らの人脈を用いて、学校運営に尽くし
ていたと思われる。野口雨情は、早稲田大学での矢島の同
期生という関係であった（矢島は入学の年に早稲田を退学
し、日本体育会体操学校に入学した）。
6)秋田魁新報 昭和 38年 8月 24日 第 26094号
7)秋田県立角館南高校駒草同窓会編集 ?創立 40周年同窓
会名簿」昭和 43年 10月発行：学習院には、群馬時代から
関わりがあり、群馬師範学校の教え子を初等科の教員とし
ても送り出している。石井氏は、矢島の体操指導参観に
度々、群馬を訪れていた。
8)秋田県立角館中学校 ?沿革史」（角館高等学校所蔵）には、
この期間が在職期間二年四カ月と記載されている。
9 )?朔雪六十年」角館高校創立 60周年記念文集刊行委員会
編（出版年不詳）
10)?角館高校物語」同創立 70周年記念誌 北のみち社編
平成 7年 10月 発行
11)写真 2は弁論部活動の一端を写したものであるが、掲げ
られた演題は校長矢島の存在と無関係ではないと推測され
る。
12)大阪朝日新聞 北九州版 昭和10年 9月18日 第 19358
号：秋田県赤十字支部主事の職にあったことは、新聞記事
の記載からであり、未確認である。
13)?若松市公報」（福岡県立図書館所蔵）
14)?昭和九年十月三十日（火）快晴「第一回学校体操研究会
記録」於八幡市天神小学校」という表紙を頭に、第五回ま
での研究大会のプログラム・記録が綴じられている。開催
年度は本論に記した通りであるが、「学校体操研究会」の表
記は第三回大会までであり、第四回は「学校体育衛生研究
会」、第五回は「学校体育研究会」と変化していた（北九州
市文書館所蔵）。
15)つまり、北九州の体育関係者にとっては、矢島鐘二とい
う全国的にも名を轟かせたかつての体操指導者の存在は、
学務課長という立場にあっても、好ましいものとは考えら
なかったと言えないだろうか。矢島は大正期の学校体操教
授要目の具体化を目指し尽力した群馬県の指導者であり、
九州大学のの桜井恒二郎との関わりもあり、九州の体育実
践視察にも訪れていた。その九州体育の感想を自分たちの
実践との比較において、自負と複雑な感慨をもって教育会
雑誌にも書いている。その時期からはるか隔たり、体操や
体育実践に直接関わりを持ってはいない矢島であったが、
北九州の体育の実際には、ある種の抵抗感をぬぐうことが
できなかったことが想像される。1937（昭和 12）年の第 4
回の研究会実施への準備作業を進めなくてはならない中
で、すでに、この地の離任を決意したのではないだろうか。
実践校の選定も進まない状況で、とりあえず第 4回の開催
は八幡市へお願いし、1938（昭和 13）年を考えることになっ
たと推測する。矢島の離任後の就職は、東京の私立青年学
校であり、この時期、若松市においても、青年学校の実態
に触れていたことが推測される。矢島の人脈からすれば、
そうした離任の希望をかなえることは、そんなに困難なこ
とではなかったと推測される。こうして、矢島は、若松を
離れることになったと思われる。
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